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20日に議場コンサート－トロンボーンカルテットが演奏
市役所3階にある狛江市議会の議
場コンサートが20日 後0時15分
～45分に催される。
一般財団法人狛江市文化振興事
業団が主催、音楽の街－狛江 エコル
マ企画委員会が企画したもので、昨
年11月に初めて催されたコンサート
では、市内在住のヴァイオリン奏者
堀江悟さん、フルート奏者堀江伶子
さん夫妻とピアニストの渡辺文子さん
が演奏し、好評だった。
今回は、普段催している市役所ロ

ビーコンサートでは音量の制約など
から難しく、これまで実施していなか
った金管楽器の演奏を初めて取り上
げる。
出演は（写真左から）浅沼俊介さ
ん、白井友理恵さん、永山千尋さん、

西須友香さんが
結成したトロン
ボーンカルテット
「白須俊尋」で、
同じ楽器で奏でられる柔らかいハー
モニーが魅力。当日はクリスマスに
ちなんだ曲などを演奏する。
当日は傍聴席と議員席を開放する
予定で入場は無料。定員は先
着100人で、当日3階議会事務
局前で配布する整理券が必要。
問い合わせ☎3430-4106
一般財団法人狛江市文化振興
事業団。

音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋

「ふれあう心で豊かなま
ちを」を合い言葉に第43回
狛江市民まつりが11月17
に狛江第一小学校、狛

江市役所、市民グランド、
一小通り、本町通りなどで
催され、秋晴れに誘われた

家族連れなど約75,000人
が多彩な催しを楽しんだ。
一小のふるさと広場では
ステージで踊りや音楽など
の発表、ゲーム大会などが
行われたほか、農産物の展
示、野菜の宝船の宝分けな
どが人気を集めた。
市役所のおたのしみ広場で
はステージでビンゴ大会やお

はやしの競演などが
行われた。市民セン
ターでは文化祭が催
され、市民が製作し
た作品に多くの人が
見入っていた。
本町通りではエ
イサーなどの踊りや
ストリートライブな

どが行われた。
市民グランドではスポー
ツ祭が催され、親子連れ
などがグラウンドゴルフな
どで汗を流していた。東京
2020パラリンピック大会へ
の関心を高めるため、パラ
スポーツフェスがメビウス∞
えきまえ広場で催され、子
どもたちがパラクライミング
やボッチャに挑戦していた。
一小と市役所の会場には
公共関係団体や市民団体、
市内の企業など
合計112店舗が
出店、飲食物の
販売や製品展示
などを行い、新
潟県長岡市川口

地域、山梨県小菅村などの
特産品が人気を集めていた。

前夜に文化フェスティバル

16 には前夜祭として
文化フェスティバルがエコル
マホールで催された。
一般財団法人狛江市文
化振興事業団が主催したも
ので、「音楽がむすぶ世界」
をテーマに狛江ゆかりの音
楽家が洋楽や邦楽など多彩
な曲を披露した。

文化フェスティバル練り歩くおはやし

狛江市民まつり
秋晴れの下75,000人

白菜は霜が
降りる晩秋か
ら冬にかけて
が旬。鍋や煮
物、漬け物な
どさまざまな
日本料理の食
材として使わ
れているが、

わが国で普及したのは20世紀に入ってから
といわれ、比較的歴史が浅い。
市内でも多くの農家が栽培し、11月下旬
から1月に収穫する。最近は小型の品種が
好まれるという。
選ぶときは、葉の上部が締まっていて、
重さがあり、株の芯の切り口が白いものが
良い。濡れた新聞紙などで包んで袋に入れ、
立てた状態で冷蔵庫で保存する。

白菜

1212月月のの
狛狛江江農農産産物物

小川保さん
(53)は年間60
種以上の季節の

野菜を生産している。
通常はJAマインズやスーパー、市
内の小・中学校、保育園などに出荷
しているが、年末は地域の人に新鮮
な野菜をたくさん食べてもらうため、
畑の一画に設けた直売所で販売する。正月料理など
によく使われる大根、ニンジン、小松菜、白菜、ネギ、
サトイモ、京イモなどのほかホウレンソウやブロッコリ
ー、ジャガイモなど10数種の冬野菜を販売する。
狛江GAP研究会会員の小川さんは「フェロモントラ

ップを利用して害虫をおびき寄せるなど、できるだけ
農薬の使用を避けるとともに、野菜の甘味や色艶を良
くするために牛フンや鶏フン、米ぬかなど有機肥料を
使った土作りをするなど愛情を込めて野菜を育てていま
す。将来は通年販売もしたいです」と話している。
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小川保さん

所在地＝猪方1-1-9
☎3489-0876
販売＝12月27～29
日
時間＝午前10時～
日没まで

狛江市役所1階にあるジャックポット
狛江は、牡蠣と狛江産野菜を使ったイ
タリア料理が人気のレストラン。
牡蠣料理をメインに野菜、
肉、ピッツァ、パスタなど
常時20数種のメニューが
ある。
本日の生ガキ（1,400
円～・以下税別・写真下）
は季節によって最適な産地から

取り寄せたものを提供。焼き牡蠣食べ
放題も人気が高い。骨付きスプリング
ラムラックのロースト（980円、写真上
左）は柔らかでクセのない肉が味わえ
る。ピッツァマルゲリータ（900円、写
真上右）は特製の生地を専用の石窯で

焼き上げる。
食材は産地直送にこだわっ
ており、野菜は狛江の契約
農家から旬の新鮮なものを
仕入れ、魚介類や卵など
は漁師や生産者などと直接
契約し、おいしくて安心安全

な料理を提供している。

同店をは
じめ首都圏

を中心に28店舗を展開してい
る㈱ジャックポットプランニン
グの代表取締役中川洋さんは
40数年前に狛江で別名の洋
食店を開業した時に狛江の農
家と知り合い、以来狛江産野

菜を使っている。そうした縁もあり、平
成26年に市役所の食堂を引き継ぎ、狛
江店をオープンした。
テーブル16卓、カウンター16席の
合わせて60席と広いため、パーティー
の利用も多い。壁面に子ども向けの本
を並べ、貸し出しをしているのもユニー
ク。店長の後藤拓さ
ん（41）は「気軽に
おいしい料理を味わえ
る店として地域の多く
の人に親しんでもらえ
るよう心がけています」
と話している。
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や狛江産野菜を気軽に

☎050-3184-1680　和泉本町1-1-5
　営業＝午前11時～午後10時、無休
（12月31日～１月2日は休み）

後藤さん

ジャックポット狛江

イタリア料理


